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100 歳ご長寿　いつまでもお元気で
　

誕
生
日
の
3
月
6
日
、
ご
自
宅
で

町
長
か
ら
長
寿
祝
い
状
、
花
束
を
受

け
取
り
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
な
ど
の
情
報
を
見
て
自
分

で
健
康
を
管
理
し
て
お
り
、
病
院
通

い
を
し
な
く
て
も
良
い
ほ
ど
お
元
気

に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

記
憶
も
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
若

い
頃
の
出
来
事
も
詳
細
に
話
し
て
い

ま
し
た
。

のと九十九湾観光交流センター

「イカの駅　つくモール」　4 月 22 日オープン

　

九
十
九
湾
の
観
光
案
内
や
「
イ
カ

の
ま
ち
小
木
」
を
発
信
す
る
待
望
の

能
登
の
里
海
の
拠
点
施
設
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

施
設
は
、
観
光
案
内
所
、
レ
ス
ト

ラ
ン
コ
ー
ナ
ー
、
物
産
販
売
コ
ー

ナ
ー
、
イ
カ
漁
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
や

サ
ッ
プ
の
体
験
、
観
光
遊
覧
船
「
イ

カ
す
丸
」
の
運
航
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ

イ
ビ
ン
グ
用
の
ボ
ン
ベ
の
充
填
施
設

な
ど
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

「イカの駅　つくモール」　建設概要
場　　所　能登町字越坂 18 字 18 番地 1
構　　造　木造　地上１階
敷地面積　9,732.12 平方㍍
延床面積　   926.72 平方㍍
施　　設
観光交流センター
　観光案内所（遊覧船チケット売場）、地元特産品
　直売所、イカ漁展示スペース、レストラン
マリンレジャー施設
　更衣室、ミィーティングルーム、カヤック艇庫、
　スキューバ充填庫
駐 車 場　大型車 2 台、小型車 71 台、福祉車 3 台

観光交流センター【年中無休】
　公衆便所、駐車場　　24 時間
　休憩スペース、観光情報コーナー、売店
　　9:00 ～ 18:00 ※ 12 ～ 3 月は 17:00 まで
　マリンレジャー拠点施設
　　9:00 ～ 18:00 ※ 12 ～ 3 月は 17:00 まで
　レストラン　　　　　11:00 ～ 15:00
　観光遊覧船等施設　　10:00 ～ 16:00

「つくモール」とは・・・「モール」には、「散歩道」や「商
店街」という意味があり、町内外からより多くの人が
気軽に足を運んでいただける場、また九十九湾の観光
情報拠点としての役割を期待して、採用されました。

九十九湾観光遊覧船（イカす丸）
　4 ～ 11 月に九十九湾内を周遊します。
　定員 60 人　時間約 50 分
　料金 大人 1,500 円　小人 800 円　幼児 400 円
　※ 15 人以上の団体は１割引

マリンレジャー施設
利用料金（かっこ内は高校生以下料金）
　シーカヤック　1 時間 2,200 円（1,100 円）
　サップ　　　　1 時間 2,200 円（1,100 円）
　マリンブーツ　1 回 550 円（270 円）
　スキューバタンク
　　レンタル　1 本 1 回 2,200 円（1,100 円）
　　充填のみ　1 本 1 回 1,100 円（550 円）

☎ 74-1399、ホームページ https//ikanoeki.com

　

誕
生
日
の
3
月
11
日
、
ご
自
宅
で

町
長
か
ら
長
寿
祝
い
状
、
花
束
を
受

け
取
り
ま
し
た
。

　

若
い
頃
は
小
木
小
学
校
で
約
15
年

間
、
校
務
員
の
仕
事
を
務
め
て
い
ま

し
た
。

　

庭
の
花
や
写
真
を
眺
め
た
り
、
歌

や
踊
り
を
見
た
り
し
て
、
ゆ
っ
く
り

と
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

誕
生
日
の
3
月
20
日
に
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
な
か
よ
し
で
、
町
長
か
ら
長

寿
祝
い
状
、
花
束
を
受
け
取
り
ま
し

た
。
施
設
に
入
所
し
て
1
年
半
、
毎

日
適
度
に
運
動
し
、
規
則
正
し
く
穏

や
か
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
お
祝
い
に
か
け
つ
け
た
ご
家

族
7
人
を
は
じ
め
、
施
設
の
み
な
さ

ん
に
囲
ま
れ
、
と
て
も
う
れ
し
そ
う

で
し
た
。

恋
路　

今
花
甚
守
さ
ん

小
木　

角
田
マ
ツ
子
さ
ん

鵜
川　

松
浦
け
し
子
さ
ん

ふるさとを元気に！
ご当地カレー完成

　

3
月
10
日
、
小
木
い
か

カ
レ
ー
研
究
会
に
よ
る
ご

当
地
カ
レ
ー
完
成
発
表
会

が
真
脇
ポ
ー
レ
ポ
ー
レ
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
研

究
会
は
、
㈲
カ
ネ
イ
シ
、

ヤ
マ
サ
商
事
㈱
、
㈱
和
平

商
店
が
地
域
資
源
の
Ｐ
Ｒ

と
地
域
産
業
の
振
興
に
つ

な
げ
よ
う
と
グ
ル
ー
プ
を

立
ち
上
げ
、
商
品
開
発
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

3
月
11
日
か
ら
町
内
の

施
設
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

提
供
施
設　

能
登
う
し
つ
荘
、
能
登
や
な

ぎ
だ
荘
、
真
脇
ポ
ー
レ
ポ
ー
レ
（
予
約
制
）、

ラ
ブ
ロ
恋
路
、
汝
惚
里
ダ
イ
ニ
ン
グ

小木の船凍イカのゴロ（肝）を有効活用し、地元産の

イカの魚醤、野菜、梅などを加えている。
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令
和
2
年
度
の
当
初
予
算
案
を
は
じ

め
、
私
の
所
信
の
一
端
と
主
要
施
策
等
の

概
要
を
申
し
上
げ
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
に
万
全
を
期
す

　

海
外
や
日
本
国
内
で
感
染
が
続
く
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、

県
内
に
も
感
染
者
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、

い
つ
私
た
ち
の
周
り
に
も
発
症
す
る
か
わ

か
ら
な
い
状
況
で
す
が
、
有
事
の
際
は
、

全
庁
を
挙
げ
て
各
関
係
機
関
と
協
力
し
な

が
ら
町
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
万
全

を
期
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
風

邪
や
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と
同

様
に
、
一
人
一
人
の
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
や
小

ま
め
な
手
洗
い
、
マ
ス
ク
着
用
な
ど
、
可

能
な
限
り
感
染
症
防
止
対
策
に
努
め
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
特

に
持
病
が
あ
る
方
や
ご
高
齢
の
方
は
、
で

き
る
だ
け
人
混
み
の
多
い
場
所
を
避
け
る

な
ど
、
よ
り
一
層
注
意
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

去
る
３
月
１
日
に
予
定
し
て
い
ま
し

た
、
町
制
施
行
15
周
年
記
念
式
典
、
新
庁

舎
落
成
記
念
式
、
長
野
県
信
濃
町
と
の
姉

妹
都
市
締
結
式
を
延
期
い
た
し
ま
し
た
。

感
染
症
が
収
束
し
、
し
か
る
べ
き
時
期
に

お
い
て
、
同
式
典
な
ど
を
挙
行
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

令
和
令
和
22
年
度
年
度

施
政
方
針

　
能
登
町
第
二
次
総
合
計
画
5
年
目
と
な
る
令
和
2
年
度
は

ど
の
よ
う
な
施
策
が
行
わ
れ
る
の
か
―
―
3
月
定
例
会
議
で

持
木
町
長
が
述
べ
た
、
施
政
方
針
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

町
政
15
年
、

持
続
可
能
な
地
域
社
会
構
築
に
全
力

　

私
が
町
民
の
皆
様
か
ら
町
政
を
託
さ
れ

て
か
ら
15
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
15
年
間
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
こ
れ

ま
で
培
っ
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
を
尊
重
し

な
が
ら
、
町
に
暮
ら
す
全
て
の
町
民
が
、

す
こ
や
か
に
、
安
心
し
て
日
々
の
暮
ら
し

を
送
り
、
幸
せ
と
生
き
が
い
を
感
じ
る
こ

と
の
で
き
る
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
つ

く
り
あ
げ
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
、
町
政

の
推
進
に
全
力
を
傾
け
て
ま
い
り
ま
し

た
。
多
く
の
町
民
の
皆
様
、
議
員
の
皆
様

か
ら
温
か
い
ご
指
導
、
ご
助
言
を
い
た
だ

い
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
17
年
3
月
1
日
に
、旧
の
能
都
町
・

柳
田
村
・
内
浦
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た 

「
能
登
町
」
は
、
先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

に
よ
り
、豊
か
で
恵
ま
れ
た
自
然
と
歴
史
、

文
化
、
そ
し
て
農
林
水
産
業
や
商
工
業
な

ど
が
調
和
し
た
素
晴
ら
し
い
町
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
、
早
や
15
年
を
迎
え
ま
し
た
。

合
併
後
10
年
間
は
第
１
次
総
合
計
画
の

「
一
歩
前
へ
進
む
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本

目
標
に
掲
げ
、「
奥
能
登
に
ひ
と
・
く
ら

し
が
輝
く
ふ
れ
あ
い
の
町
」を
目
指
し
て
、

町
民
と
の
協
働
に
よ
る
、
新
町
の
均
衡
あ

る
発
展
と
一
体
感
の
醸
成
に
努
め
、
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
に
は
、
次
の
10
年
間
の
指

針
と
な
る
第
2
次
総
合
計
画 

と
人
口
減

少
対
策
や
地
方
創
生
を
目
指
す
能
登
町
創

生
総
合
戦
略
を
策
定
し
、「
つ
な
ぐ
」
と

い
う
言
葉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
人
を

つ
な
ぎ
、
地
域
を
つ
な
ぎ
、
未あ

す来
へ
つ
な

ぐ
ま
ち
づ
く
り
」を
基
本
目
標
と
し
、「
人
」

と「
地
域
」の
絆
を
大
切
に
し
な
が
ら「
地

域
力
」
を
向
上
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
を

進
め
、
賑
わ
い
の
創
出
を
図
り
定
住
人
口

を
増
や
す
施
策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
後

半
の
5
年
間
に
つ
い
て
も
、
我
が
町
を
支

え
る
人
材
づ
く
り
を
更
に
推
進
し
、「
住

民
が
自
信
と
誇
り
を
持
て
る
力
強
い
町
づ

く
り
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
世
界
農

業
遺
産
や
日
本
遺
産
に
認
め
ら
れ
、
私
た

ち
の
先
人
が
守
り
続
け
て
き
た
歴
史
や
文

化
と
風
土
、
当
町
が
こ
れ
ま
で
進
め
て
き

た
施
策
を
し
っ
か
り
と
未
来
へ
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

令
和
の
幕
開
け
に

力
強
い
一
歩
を
踏
み
出
す

　

本
年
度
は
、
平
成
の
時
代
が
終
わ
り
、

夢
と
希
望
を
胸
に
、
新
た
な
令
和
の
時
代

が
幕
を
開
け
た
年
度
で
あ
り
ま
す
。
町
に

と
り
ま
し
て
も
、
新
庁
舎
、
柳
田
・
内
浦

両
総
合
支
所
が
開
庁
し
、
町
制
20
周
年
に

向
け
て
力
強
い
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
町
の
発
展
を
さ
ら
に
加
速

さ
せ
る
た
め
、
私
の
4
期
目
の
残
さ
れ
た

任
期
で
あ
る
約
1
年
を
通
し
ま
し
て
、
全

身
全
霊
で
町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い

る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。　

　

当
町
の
財
政
状
況
は
、
こ
れ
ま
で
の
集

中
改
革
プ
ラ
ン
や
定
員
適
正
化
計
画
の
実

施
に
よ
る
経
常
経
費
の
削
減
に
加
え
、
計

画
的
な
繰
上
償
還
の
実
施
に
よ
り
、
公
債

費
や
町
債
残
高
の
縮
減
を
図
り
、
財
政
指

標
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
改
善
効
果
を
上

げ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
歳
出
面
で
は
、
今
後

は
人
口
減
少
問
題
対
策
費
や
高
齢
者
増
に

よ
る
社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
加
を
は
じ

め
、
近
年
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に

よ
る
公
債
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
事
、

歳
入
面
で
は
、
依
然
、
地
方
交
付
税
な
ど

の
依
存
財
源
に
頼
る
体
質
で
あ
り
、
財
政

力
を
示
す
指
標
は
低
水
準
で
推
移
し
て
お

り
ま
す
。

関
係
人
口
の
拡
大
、
第
一
次
産
業
の

活
性
化
で
町
創
生
を
加
速

　

予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
財
政

の
健
全
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
第
2
次
総

合
計
画
に
掲
げ
ま
し
た
「
町
民
が
自
信
と

誇
り
を
持
て
る
町
づ
く
り
」
を
目
指
し
、

関
係
人
口
の
拡
大
や
第
一
次
産
業
の
活
性

化
な
ど
、
町
創
生
に
向
け
た
取
り
組
み
を

さ
ら
に
加
速
す
る
と
と
も
に
、
町
の
未
来

へ
つ
な
が
る
施
策
を
着
実
に
推
し
進
め
る

べ
く
編
成
い
た
し
ま
し
た
。
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④
健
康
で
心
に
豊
か
さ
を

持
て
る
人
づ
く
り

新
人
・
再
就
職
介
護
従
事
者
就
業

支
援
給
付
金

１
，
０
０
０
千
円

▽
介
護
従
事
者
の
不
足
解
消
・
定

着
の
た
め
、
新
た
に
町
内
の
介
護

保
険
施
設
な
ど
に
就
職
す
る
介
護

従
事
者
ま
た
は
再
度
就
職
す
る
介

護
従
事
者
に
対
し
、
3
年
を
限
度

と
し
て
給
付
金
を
支
給

⑤
地
域
を
通
し
て
共
に

学
び
、
ま
ち
の
未
来
を

担
う
人
づ
く
り

能
登
高
等
学
校
魅
力
化
事
業

４
８
，
３
２
８
千
円

▽
国
の
地
域
力
創
生
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
制
度
を
活
用
し
事
業
の
方
向

性
を
検
討
し
、「
ま
ち
な
か
鳳
雛

⑥
地
域
の
絆
を
深
め
、

住
み
続
け
た
く
な
る

ま
ち
づ
く
り

定
住
促
進
事
業２

０
，
４
８
０
千
円

▽
移
住
希
望
者
の
窓
口
で
あ
る

「
定
住
促
進
協
議
会
の
運
営
」
や
、

移
住
者
の
新
築
住
宅
お
よ
び
中
古

住
宅
改
築
の
助
成
な
ど
を
継
続
し

定
住
者
増
を
目
指
す

姉
妹
都
市
推
進
事
業

１
，
９
２
０
千
円

▽
流
山
市
・
小
林
市
の
ほ
か
、
新

た
に
姉
妹
都
市
を
締
結
す
る
長
野

県
信
濃
町
へ
の
表
敬
訪
問

町
制
施
行
15
周
年
記
念
事
業

塾
」
の
内
容
充
実
に
つ
と
め
る

宇
出
津
小
学
校
大
規
模
改
造
事
業

１
１
６
，
８
１
３
千
円

▽
身
体
面
で
支
援
を
要
す
る
児
童

の
学
校
生
活
の
た
め
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、
ス
ロ
ー
プ
、

多
目
的
ト
イ
レ
等
を
整
備

三
波
公
民
館
建
設
事
業

１
５
６
，
０
７
８
千
円

▽
建
設
工
事
費
、
備
品
購
入
費
な

ど
を
計
上

ド
ブ
ネ
保
存
管
理
事
業

１
２
，
６
１
６
千
円

▽
ド
ブ
ネ
修
復
、
操
船
具
類
16
点

議
会
運
営
費

１
１
，
５
２
０
千
円

▽
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
議
会
の
導
入
に

あ
た
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
た

議
会
運
営
を
実
施

個
別
施
設
計
画
策
定

１
８
，
０
８
４
千
円

▽
公
共
施
設
の
適
正
な
管
理
と
効

率
的
な
施
設
更
新
を
図
る
た
め
、

個
別
施
設
の
現
状
や
利
用
状
況
、

今
後
の
更
新
投
資
額
を
推
計
し
、

支
出
可
能
な
投
資
的
経
費
か
ら
逆

算
す
る
形
で
の
施
設
の
縮
減
及
び

長
寿
命
化
の
方
向
性
を
見
出
す
計

画
を
策
定

有
線
放
送
整
備
事
業

８
７
８
，
５
４
７
千
円

▽
内
浦
地
区
を
Ｈ
Ｆ
Ｃ
か
ら
Ｆ
Ｔ

Ｔ
Ｈ
へ
再
整
備
し
、
町
内
全
域
で

超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ

ス
（
下
り
の
速
度
が
30
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ

以
上
）
が
提
供
可
能
に

⑦
わ
か
り
や
す
い
行
財
政

と
情
報
の
共
有
に
よ
っ
て
、

つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

２
，
２
０
８
千
円

▽
町
民
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
番
組
収
録
、「
ギ
ネ

ス
に
挑
戦
」
を
実
施

予
防
接
種
事
業４

１
，
１
４
５
千
円

▽
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
接
種
化
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定

会計別予算
区分 予算額 増減

一般会計　　　　　① 152億0200万0千円 △ 14.9％

特別会計　　　　　② 054億7694万7千円 △19.3％

国民健康保険 022億5803万9千円 △9.1％

保険事業勘定 022億5242万3千円 △9.1％

直営診療施設勘定 000億0561万6千円 △0.1％

後期高齢者医療 003億2187万4千円 2.7％

介護保険 028億9703万4千円 1.8％

下水道事業 ー 皆減

企業会計　　　　　③ 066億7104万3千円 37.3％

水道事業会計 020億1855万0千円 9.8％

収益的支出 006億8544万6千円 △10.1％

資本的支出 013億3310万4千円 24.0％

下水道事業会計 017億8513万9千円 皆増

収益的支出 009億7733万6千円 皆増

資本的支出 008億0780万3千円 皆増

病院事業会計 028億6735万4千円 △5.0％

収益的支出 024億4505万2千円 0.7％

資本的支出 004億2230万2千円 △28.5％

①②③合計 273億3499万0千円 △7.3％

※下水道事業特別会計は、令和 2 年度から地方公営企業法
を適用する。

の
修
理
、
漁
具
等
展
示
棚
の
設
置

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー
事
業２

，
３
５
０
千
円

▽
6
月
2
日
開
催
。
ル
ー
ト
は
能

登
消
防
署
宇
出
津
分
署
～
宇
出
津

港
い
や
さ
か
広
場

全
日
本
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権

７
，
０
０
０
千
円

▽
8
月
5
日
～
10
日
に
開
催
さ
れ

る
全
日
本
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選

手
権
大
会
（
男
子
大
会
）
の
運
営

関
連
費
用

①
自
然
環
境
と
の
絆
を

大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り

②
誰
も
が
住
み
よ
い
と

感
じ
る
　
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
ま
ち
づ
く
り

内
浦
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
解
体
事

業
　
　
　
３
５
５
，
０
６
９
千
円

▽
平
成
20
度
末
に
休
止
し
た
施
設

を
解
体
。
跡
地
は
舗
装
し
災
害
時

の
一
次
避
難
地
化
、
既
存
倉
庫
改

修
に
よ
る
防
災
備
蓄
倉
庫
を
整
備

白
丸
漁
港
海
岸
保
全
施
設
高
潮
対

策
事
業　
　

１
８
，
０
０
０
千
円

▽
事
業
期
間
Ｒ
２
～
7
の
６
年

間
、
護
岸
改
良
工
・
消
波
ブ
ロ
ッ

ク
延
長
３
３
０
㍍
、
今
年
度
は
測

量
・
調
査
・
設
計

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業

４
４
１
，
２
４
２
千
円

▽
改
良
11
路
線
（
落
石
対
策
4
路

線
、
消
雪
1
路
線
含
む
）、
橋
り
ょ

う
補
修
1
橋
、
橋
り
ょ
う
定
期
点

検
、
ト
ン
ネ
ル
補
修
、
橋
り
ょ
う
・

ト
ン
ネ
ル
定
期
点
検
、
道
路
施
設

点
検

普
通
河
川
浚
渫
事
業

１
３
，
５
０
０
千
円

▽
近
年
の
豪
雨
に
よ
る
河
川
氾
濫

を
受
け
、
普
通
河
川
の
土
砂
・
樹

木
除
去
を
強
化
、
9
河
川
分

普
通
河
川
改
修
事
業

１
４
，
３
０
０
千
円

▽
護
岸
改
良
を
強
化
、
4
河
川
分

国
土
強
靱
化
地
域
計
画
策
定

５
，
３
１
３
千
円

▽
平
成
25
年
度
に
公
布
・
施
行
さ

れ
た
「
国
土
強
靱
化
基
本
法
」
に

基
づ
き
、
地
方
公
共
団
体
が
策
定

す
る
計
画
。
地
域
計
画
は
、
国
土

強
靱
化
の
観
点
か
ら
様
々
な
分
野

の
計
画
な
ど
の
指
針
と
な
る
も
の

交
通
安
全
推
進
事
業

１
５
，
４
１
７
千
円

▽
能
登
自
動
車
学
校
の
新
た
な
運

営
会
社
に
対
し
、教
習
車
・
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
な
ど
更
新
へ
の
補
助
、

高
齢
者
講
習
開
講
に
要
す
る
費
用

の
一
部
を
補
助

奥
能
登
ク
リ
ー
ン
組
合
負
担
金

４
４
５
，
８
９
９
千
円

▽
同
組
合
の
事
業
費
を
負
担
。
組

合
予
算
で
は
、
令
和
5
年
度
以
降

の
廃
棄
物
焼
却
処
理
に
向
け
、
上

水
道
給
水
管
敷
設
・
敷
地
造
成
・

プ
ラ
ン
ト
外
構
工
事
を
計
上

沿
岸
沖
合
漁
船
員
就
業
対
策
事
業

５
０
０
千
円

▽
小
型
船
舶
、
海
技
士
免
許
取
得

に
係
る
経
費
の
半
額
（
上
限
5
万

円
）
を
補
助

い
か
釣
り
漁
業
経
営
資
金
緊
急
対

策
事
業
　
　
　
２
，
０
０
０
千
円

▽
中
型
い
か
釣
り
漁
業
不
振
に
よ

る
経
営
資
金
不
足
を
補
う
た
め
の

運
転
資
金
融
資
制
度
に
対
す
る
利

子
補
給

の
と
九
十
九
湾
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

１
８
，
０
6
０
千
円

▽
指
定
管
理
料
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
、
広
告
経
費
な
ど

観
光
施
設
管
理
費

１
８
5
，
０
０
４
千
円

▽
観
光
施
設
の
管
理
運
営
費
、
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
山
び
こ
浴
場
改

修
、
や
な
ぎ
だ
荘
小
型
昇
降
機
改

修
、
合
鹿
庵
茅
葺
き
屋
根
修
繕
な

ど企
業
研
修
・
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
誘
致　
　
　
　
　

９
５
９
千
円

▽
人
口
減
少
等
「
課
題
先
進
地
」

で
あ
る
町
を
、
課
題
解
決
を
通
じ

た
企
業
人
材
研
修
の
場
と
し
て
活

用
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘

致
へ
と
つ
な
げ
る

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
事

業　
　
　

１
３
７
，
７
８
２
千
円

▽
農
業
の
生
産
条
件
が
不
利
な
地

域
に
お
け
る
農
業
生
産
活
動
を
継

続
す
る
た
め
の
支
援
。
79
協
定
、

９
８
５
㌶
参
加
見
込
み

農
村
総
合
整
備
事
業

２
３
，
０
０
１
千
円

▽
滝
之
坊
地
区
の
用
水
供
給
施
設

整
備
。
設
計
・
水
源
調
査
・
さ
く

井
工
事
・
取
水
ポ
ン
プ
工
事

県
営
ほ
場
整
備
事
業

５
９
，
８
７
０
千
円

▽
「
五
十
里
・
黒
川
」「
柳
田
南
部
」

「
寺
五
」「
天
坂
・
久
田
」
の
４
地

区
で
の
整
備
を
継
続
し
、「
柳
田

中
央
第
2
」「
瑞
穂
第
1
」
の
2

地
区
を
新
た
に
整
備
。
ま
た
、「
瑞

穂
第
２
」「
大
箱
」「
十
郎
原
」
の

計
画
を
策
定
す
る
。

森
林
環
境
譲
与
税
事
業

２
４
，
２
８
８
千
円

▽
森
林
環
境
譲
与
税
を
里
山
の
保

全
や
整
備
事
業
に
活
用
す
る
。

③
地
域
の
魅
力
を

生
か
し
た
し
ご
と
づ
く
り

令和 2 年度の主な施策令和 2 年度の主な施策
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◆経常収支比率
▲実質公債費比率

　令和 2 年度当初予算は、平成 27 年度に策
定した第 2 次総合計画に掲げる「町民が自
信と誇りを持てる町づくり」を目指し、「能
登町創生総合戦略」を踏まえた関係人口や交
流人口の拡大など、能登町創生をさらに推し
進めるべく編成しました。また、財政負担を
将来世代に先送りしないため、公共施設の長
寿命化や遊休施設解体の加速化を進めたいと
考えています。
　大型事業の完了により前年からは大幅に減
少し、一般会計で 26 億 5,800 万円減（14.9%
減）の総額 152 億 200 万円となりました。

歳入では、町税が 4,924 万円減の 15
億 9,310 万円を見込んでいます。

　歳入全体の約 50% を占める地方交付税に
ついては、合併算定替は終了したものの新た
な算定項目の追加等により、2 億 4,000 万円
増の 72 億 2,000 万円を見込んでいます。
　使用料及び手数料については、インター
ネット使用料等の増加により、806 万円増
の 3 億 8,607 万円を見込んでいます。
　国庫支出金・県支出金については、小木地
区都市再生整備計画事業の完了や地方創生道
整備推進交付金事業の終了などにより、2 億
6,347 万円減の 18 億 3,567 万円を見込んで
います。
　寄付金は、ふるさと能登町応援寄附金など、
前年度並みの 2 億 10 万円を見込んでいます。

　繰入金は、庁舎建設基金の繰り入れがなく
なったことや合併振興基金の繰入額の減少に
より、2 億 4,549 万円減の 7 億 6,357 万円
となりました。
　町債においては、新統合庁舎整備事業や総
合支所整備事業、小木地区都市再生整備計画
事業などの完了により、24 億 370 万円減の
24 億 1,340 万円となりました。

歳出では、人件費、扶助費、公債費
の義務的経費が総額 62 億 4,871

万円となり全体の約 40％を占めました。そ
のうち人件費については、会計年度任用職員
制度の開始などにより、1 億 1,870 万円増の
22 億 2,203 万円となっています。
　公債費は、地方債残高を減少させるための
繰上償還金 8 億 9,925 万円を見込んだため、
2 億 1,903 万円増の 28 億 8,666 万円となり
ました。
　投資的経費は、普通建設事業費において新
統合庁舎整備事業や総合支所整備事業などの
大型事業が完了したことにより、30 億 591
万円減の 26 億 2,154 万円となりました。
　物件費や補助費等を含む消費的経費は、物
件費は 1 億 4,937 万円の減となりましたが、
下水道事業が令和 2 年度から公営企業会計
を適用する影響で、補助費や出資金、繰出金
で大きく増減があり、全体では 1,032 万円
増の総額 63 億 2,175 万円となりました。

【
歳
入
】

自
主
財
源
…
町
税
、分
担
金
及
び
負

担
金
、使
用
料
、手
数
料
、財
産
収
入
、

繰
入
金
、諸
収
入
な
ど
自
主
的
に
収

入
し
う
る
財
源

依
存
財
源
…
地
方
交
付
税
、国
庫
支

出
金
、県
支
出
金
、地
方
譲
与
税
、地

方
債
な
ど
、国
や
県
に
よ
り
定
め
ら

れ
た
額
を
交
付
さ
れ
た
り
、割
り
当

て
ら
れ
た
り
す
る
収
入

町
税
…
町
民
税
、固
定
資
産
税
な
ど
、

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金

繰
入
金
…
町
の
基
金
か
ら
の
繰
入
金

諸
収
入
…
町
税
の
延
滞
金
な
ど
他
の

収
入
科
目
に
含
ま
れ
な
い
収
入

地
方
交
付
税
…
地
域
間
の
税
源
の
不

均
衡
を
調
整
し
、す
べ
て
の
地
方
公

共
団
体
が
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
、国
が
地
方
公
共
団
体
の
一
般
財

源
と
し
て
配
分
す
る
税

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金
…
各
種
事

業
に
対
す
る
国
・
県
か
ら
の
補
助
金

な
ど

町
債
…
資
金
調
達
な
ど
の
長
期
借
入
金

【
歳
出
】

人
件
費
…
議
員
報
酬
、各
種
委
員
報

酬
、特
別
職
給
与
、会
計
年
度
任
用
職

員
を
含
む
職
員
給
な
ど

扶
助
費
…
社
会
保
障
制
度
の
一
環
と

し
て
、生
活
保
護
法
、児
童
福
祉
法
、

老
人
福
祉
法
な
ど
に
基
づ
き
、生
活

を
維
持
す
る
た
め
に
支
出
さ
れ
る
経

費
や
各
種
扶
助
の
経
費

公
債
費
…
町
債
の
元
利
償
還
金
及
び

一
時
借
入
金
の
利
子
の
合
算
額

普
通
建
設
事
業
費
…
道
路
、学
校
な

ど
公
共
用
ま
た
は
公
用
施
設
の
建
設

事
業
に
要
す
る
経
費

物
件
費
…
需
用
費（
消
耗
品
等
）、役

務
費（
郵
便
料
等
）、委
託
料
、賃
借

料
、備
品
購
入
費
な
ど

補
助
費
等
…
各
種
団
体
へ
の
補
助
金

や
奥
能
登
ク
リ
ー
ン
組
合
、宇
出
津

病
院
へ
の
負
担
金
な
ど

繰
出
金
…
一
般
会
計
と
特
別
会
計
ま

た
は
、特
別
会
計
相
互
間
で
支
出
さ

れ
る
経
費

【
財
政
指
数
等
】

基
金
…
特
定
の
目
的
の
た
め
に
資
金

を
積
み
立
て
た
り
、定
額
の
資
金
を

運
用
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
る
資
金

ま
た
は
財
産

経
常
収
支
比
率
…
財
政
の
弾
力
性
を

示
す
指
標
。数
値
が
低
い
ほ
ど
自
由

に
使
え
る
お
金
が
多
く
、１
０
０
％

に
な
る
と
財
政
が
硬
直
化

実
質
公
債
費
比
率
…
普
通
会
計
に
企

業
会
計
や
一
部
事
務
組
合
も
含
め
た

実
質
的
な
公
債
費
へ
の
財
政
負
担
の

程
度
を
示
す
指
標

H21 H22 H23 H24 H25 H26

20

80

100

120
％

◆ ◆
◆ ◆

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲152億  200万円
一般会計予算

歳入歳出（性質別）

（前年度比 26 億 5,800 万円減）

◆地方債残高
区分 令和元年度末（見込） 令和 2 年度（見込）

一般会計 　　234 億 252 万 2 千円 　　230 億 2817 万 5 千円
水道事業 　　 40 億 9586 万 7 千円 　　044 億 3146 万 2 千円
下水道事業 　　 78 億 9800 万 6 千円 　　 75 億 6249 万 2 千円
病院事業 　　 6 億 8526 万 6 千円 　　 6 億 9728 万 1 千円

計 　　360 億 8166 万 1 千円 　　357 億 1941 万 0 千円

◆基金総額
区分 令和元年度末（見込） 令和 2 年度（見込）

一般会計 　　  41 億 6199 万 7 千円 　　 35 億 2561 万 0 千円
特別会計 　　  5 億 2978 万 2 千円 　　 4 億 8561 万 6 千円

◆財政指標の推移

◆

▲

H27

◆

H28

▲

◆

町税
15億9310万3千円（10.5％）

使用料及び手数料
3億8606万6千円（2.6％）

地方交付税地方交付税
72億2000万円72億2000万円

（47.5％）（47.5％）

国庫支出金
11億5538万1千円（7.6％）千円（7.6％）

県支出金
6億8029万3千円

（4.5%）

その他
7200万円（0.4%）

分担金及び負担金
5955万6千円

（0.4％）
繰入金
7億6356万8千円

（5.0％）

地方譲与税
1億8612万7千円

（1.2％）

地方消費税交付金
3億8510万円（2.5％）

依存財源依存財源
（79.6%）（79.6%）

自主財源自主財源
（20.4%）（20.4%）

人件費人件費
22億2202万8千円22億2202万8千円

（14.6％）（14.6％）

扶助費
11億4002万1千円

（7.5％）

公債費
28億8666万3千円

（19.0％）

普通建設事業費
26億1918万1千円

（17.2％）
災害復旧事業費
235万7千円（0.0％）

物件費物件費
19億5955万3千円19億5955万3千円

（12.9％）（12.9％）

維持補修費
2億5690万9千円

（1.7％）

補助費等
26億1825万7千円

（17.2%）

積立金
1億2718万1千円

（0.8%）

繰出金
11億817万7千円

（7.3%）
その他
1144万円（0.1%）

義務的
経費

（41.1%）

投資的投資的
経費経費

（17.2%）（17.2%）

消費的消費的
経費経費

（41.6%）（41.6%）

投資及び出資金
2億5023万3千円

（1.6%）

総務費
27億3160万8千円

（18.0％）

民生費
28億4132万3千円

（18.7％）

衛生費
19億3114万3千円

（12.7％）

労働費
3536万8千円（0.2％）

農林水産業費
6億9359万5千円

（4.6％）

商工費
5億495万9千円

（3.3％）

土木費
16億1646万9千円

（10.6％）

消防費
6億461万1千円

（4.0％）

教育費
12億3230万9千円

（8.1％）

公債費
28億8666万3千円

（19.0％）

災害復旧費
235万7千円

（0.0％）

議会費
1億1159万4千円

（0.7％）

その他
1000万1千円

（0.1％）

◆

▲

95.4 94.1
87.4 89.5 87.8 87.3 86.8 86.6

19.2 18.9 17.9 17.0

15.7 14.5 12.4

93.9

9.7

H29 H30

◆
91.7 ◆

10.3
▲

10.2
▲

10.5
H20

◆
93.2

歳出（目的別）

町債町債
24億1340万円24億1340万円

（15.9％）（15.9％）

諸収入・その他
2億8740万6千円

（1.9％）
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議
会

第
２
回
能
登
町
議
会
３
月
定
例
会
議

は
、
３
月
６
日
に
開
会
し
３
月
16
日

ま
で
の
11
日
間
と
会
期
を
定
め
、
令
和
2
年

度
能
登
町
一
般
会
計
予
算
な
ど
議
案
38
件
が

上
程
さ
れ
、
持
木
町
長
が
提
案
理
由
を
述
べ

ま
し
た
。
う
ち
人
事
案
件
３
件
は
た
だ
ち
に

採
決
が
行
わ
れ
、す
べ
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
議
案
は
、
各
常
任
委
員
会
へ
付
託

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
請
願
2
件
の
趣
旨

説
明
が
行
わ
れ
、
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
。

　

13
日
に
行
わ
れ
た
採
決
で
、
議
案
35
件
は

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

請
願
2
件
は
、
付
帯
意
見
を
添
え
て
採
択

す
べ
き
と
各
常
任
委
員
長
報
告
が
あ
り
、
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
提
出
議
案
1
件
が
追
加
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

14
日
か
ら
は
休
会
と
な
り
ま
し
た
。

■
可
決
さ
れ
た
議
案
…
35
件

令
和
2
年
度
当
初
予
算
…
7
件

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別

会
計
、
水
道
事
業
会
計
、
下
水
道
事
業
会
計
、

病
院
事
業
会
計

令
和
元
年
度
補
正
予
算
…
7
件

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
6
号
）、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）、介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号
）、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）、
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号
）、病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）

▽
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▽
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

令和 2 年第 2 回
3 月定例会議

▽
重
複
地
番
解
消
の
た
め
の
山
地
番
の
変
更

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
等
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

▽
能
登
町
小
木
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▽
能
登
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

▽
能
登
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

▽
能
登
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▽
能
登
町
借
上
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▽
能
登
町
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

▽
能
登
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

▽
能
登
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▽
能
登
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▽
能
登
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

▽
能
登
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▽
能
登
町
認
定
こ
ど
も
園
設
置
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▽
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て( 

令
和
元
年

度
藤
波
運
動
公
園
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
の
と
　
人
工
芝

化
整
備
工
事
（
舗
装
工
））

▽
能
登
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
新
町
建
設
計

画
）
の
変
更
に
つ
い
て

▽
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計

画
の
策
定
に
つ
い
て

▽
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

▽
町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

▽
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

■
同
意
さ
れ
た
議
案
…
3
件

▽
能
登
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て
（
小
田
宏
男
・
大
箱
）

▽
能
登
町
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
（
橘 

重
克
・
松
波
）

▽
能
登
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
（
上
見
正
人
・
小
木
）

■
採
択
さ
れ
た
請
願
…
2
件

▽
石
川
県
に
お
け
る
精
神
障
害
者
の
医
療
費

助
成
に
つ
い
て

▽
農
道
（
中
斉
～
大
久
保
）
の
町
道
格
上
げ

に
関
す
る
請
願
書

■
可
決
さ
れ
た
議
会
提
出
議
案
…
1
件

▽
中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る
実
効
性

あ
る
支
援
と
対
策
を
求
め
る
意
見
書

町制施行 15 周年記念事業
第 1 弾　ＮＨＫ『じわもんラジオ』公開収録

日時　5 月 15 日㊎
　　　　開場 17:30、開演 18:00
場所　役場 2 階　大集会場（里山ホール）
内容　ゲストによる歌やトークショーを
　　　お楽しみください。
　　　観覧には入場整理券のお申込みが
　　　必要です。

第 2 弾　町民ふれ愛コンサート

日時　5 月 17 日㊐
　　　　開場 9:30、開演 10:00
場所　柳田体育館
内容　陸上自衛隊第十音楽隊に
　　　よる迫力ある生演奏をお
　　　楽しみください。

第 3 弾　ギネス世界記録 ® に挑戦（能登小木港イカす会 2020）

日時　5 月 31 日㊐　挑戦開始 11:00 予定
場所　県漁協小木支所
内容　最も長いイカの串焼きに挑戦！
　　　みんなでギネス世界記録 ® 達成の
　　　瞬間に立ち会おう！

入場無料入場無料

入場無料入場無料

会場ではたくさんのイベントを
用意しています

ゲスト　石原詢子

掲載している行事などは、中止・延期となる場合があります。

問総務課☎ 62-8532
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（
し
ら
さ
ぎ
保
育
所
主
任
保
育
士
）

▽
濵
田
知
子

（
ひ
ば
り
保
育
所
主
任
保
育
士
）

▽
山
岸
ゆ
か
り

（
ひ
ば
り
保
育
所
主
任
保
育
士
）

▽
半
崎
晶
美

（
柳
田
保
育
所
主
任
保
育
士
）

■
保
育
士

▽
橋
本
裕
美
子

（
し
ら
さ
ぎ
保
育
所
保
育
士
）

▽
谷
内
由
紀
子

（
し
ら
さ
ぎ
保
育
所
保
育
士
）

▽
大
門
広
美

（
ひ
ば
り
保
育
所
保
育
士
）

▽
沖
野
美
菜
子

（
ひ
ば
り
保
育
所
保
育
士
）

▽
逢
坂
倫
代（

鵜
川
保
育
所
保
育
士
）

▽
桶
谷　

望（
柳
田
保
育
所
保
育
士
）

▽
中
井
秀
美（

柳
田
保
育
所
保
育
士
）

▽
竹
橋　

綾（
柳
田
保
育
所
保
育
士
）

■
公
立
宇
出
津
総
合
病
院

　
看
護
師

▽
府
中
歩
美
（
看
護
師
長
）

▽
登
岸　

操
（
主
任
看
護
師
）

▽
尾
上
法
恵
（
主
任
看
護
師
）

▽
重
野
千
裕
（
主
任
看
護
師
）

■
新
規
採
用

▽
坂
東
優
花（
総
務
課
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

放
送
室
主
事
）

▽
白
坂
志
緒（
住
民
課
主
事
）

▽
井
上　

香（
健
康
福
祉
課
技
師
）

▽
大
澗
直
子（
ふ
る
さ
と
振
興
課

地
域
戦
略
推
進
室
主
事（
定
住
促

進
協
議
会
事
務
局
兼
任
））

▽
髙
田
雄
太（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
事
務
局
主
事
）

▽
原
田
理
香（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
看
護
師
）

▽
二
又
宥
斗（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
看
護
師
）

▽
小
路
杏
奈（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
看
護
師
）

▽
多
賀
史
晃（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
皮
膚
科
医
師
）

▽
水
原
寛
平（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
内
科
医
師（
併
任
・
石
川
県

職
員
））

▽
前
田
貴
智（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
内
科
医
師
）

■
割
愛
人
事

▽
坂
口
浩
二
（
教
育
委
員
会
事
務

局
次
長
）

■
主
幹
級

▽
間
島
由
加
（
総
務
課
危
機
管
理

室
主
幹
）

▽
小
路
芳
宏
（
企
画
財
政
課
主

幹
（
奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
派

遣
））

▽
下
谷
内
奈
緒
（
税
務
課
主
幹
）

▽
大
平　

均
（
住
民
課
主
幹
）

▽
瀬
戸
厚
子（
健
康
福
祉
課
主
幹
）

▽
朝
川
桂
輔（
健
康
福
祉
課
主
幹
）

▽
浜
田
健
司（
農
林
水
産
課
主
幹
）

▽
寺
下
由
朗（
建
設
水
道
課
主
幹
）

▽
布
浦
洋
平（
建
設
水
道
課
主
幹
）

▽
田
中　

洋（
建
設
水
道
課
主
幹
）

▽
本
井　

敬
（
ふ
る
さ
と
振
興
課

主
幹
）

■
係
長
級

▽
藏
前
雅
子
（
総
務
課
係
長
）

▽
廣
瀬
崇
明
（
総
務
課
係
長
）

▽
清
間　

洋
（
総
務
課
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

放
送
室
係
長
）

▽
小
坂
陽
一
（
税
務
課
係
長
）

▽
坂
本
奈
菜（
健
康
福
祉
課
係
長
）

▽
町
端　

晃
（
ふ
る
さ
と
振
興
課

係
長
）

▽
山
本
秀
明
（
ふ
る
さ
と
振
興
課

地
域
戦
略
推
進
室
係
長
（
定
住
促

進
協
議
会
事
務
局
兼
任
））

▽
岩
住　

均
（
柳
田
総
合
支
所
係

長
）

▽
河
端
逸
美
（
柳
田
総
合
支
所
係

長
（
服
務
・
接
遇
リ
ー
ダ
ー
））

▽
中
山
正
嗣
（
柳
田
総
合
支
所
係

長
）

▽
新
出
直
典
（
教
育
委
員
会
事
務

局
係
長
）

▽
蓑
島
阿
貴
子
（
公
立
宇
出
津
総

合
病
院
事
務
局
係
長
）

▽
新
出
香
代
子
（
公
立
宇
出
津
総

合
病
院
事
務
局
係
長
）

■
主
査
級

▽
岩
池
彩
海
（
総
務
課
主
査
）

▽
谷
内
琢
哉
（
税
務
課
主
査
）

▽
寺
口
智
之
（
税
務
課
主
査
）

■
再
任
用
更
新

▽
田
代
信
夫
（
町
参
事
（
地
方
創

生
・
地
域
戦
略
担
当
）
兼
ふ
る
さ

と
振
興
課
長
）

▽
角　

修
一
（
総
務
課
小
木
支
所

長
）

▽
桶
間　

実
（
農
林
水
産
課
水
産

振
興
室
長
）

▽
江
端
由
爾
（
住
民
課
多
目
的
交

流
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▽
豆
田　

猛
（
総
務
課
鵜
川
支
所

長
）

▽
橋
谷
久
司
（
内
浦
総
合
支
所
係

長
）

▽
佐
藤
美
智
子
（
内
浦
総
合
支
所

係
長
）

▽
佐
野
静
子
（
し
ら
さ
ぎ
保
育
所

保
育
士
）

▽
北
口
弘
美
（
住
民
課
技
能
職
員

（
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー
））

▽
舩
山　

茂
（
住
民
課
技
能
職
員

（
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー
））

▽
桜
井　

毅
（
住
民
課
技
能
職
員

（
能
都
埋
立
処
分
場
））

▽
上
田
二
三
夫
（
建
設
課
技
能
職

員
）

▽
辻
野
久
美
子
（
柳
田
総
合
支
所

労
務
職
員
）

▽
山
口
伸
治
（
教
育
委
員
会
事
務

局
校
務
員
（
柳
田
小
学
校
））

▽
百
万
晴
治
（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
主
任
薬
剤
師
）

▽
藤
田
郁
夫
（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
臨
床
検
査
技
師
）

▽
森
美
枝
子
（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
看
護
師
）

▽
井
田
正
子
（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
看
護
師
）

▽
中
町
律
子
（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
看
護
師
）

▽
南　

栄
子　

公
立
宇
出
津
総
合

病
院
看
護
師

■
再
任
用

▽
寺
下　

昇
（
総
務
課
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

放
送
室
長
）

▽
福
田
す
み
子
（
公
立
宇
出
津
総

合
病
院
事
務
局
係
長
）

▽
谷
内
田
浩
（
総
務
課
秘
書
室
技

能
職
員
）

▽
森　

進
一
（
住
民
課
技
能
職
員

（
衛
生
セ
ン
タ
ー
））

▽
岩
本
義
和
（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
事
務
局
技
能
職
員
）

▽
青
木
一
修
（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
臨
床
検
査
技
師
）

▽
吉
井
由
起
枝
（
公
立
宇
出
津
総

合
病
院
管
理
栄
養
士
）

▽
水
島
敬
子
（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
看
護
師
）

■
主
事
級

▽
畔
川
一
樹
（
総
務
課
主
事
）

▽
田
原
総
一
朗
（
総
務
課
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
放
送
室
主
事
）

▽
清
水
基
善
（
総
務
課
主
事
（
石

川
県
総
務
部
市
町
支
援
課
派
遣
））

▽
谷
内
竜
也（
健
康
福
祉
課
主
事
）

▽
紺
谷
仁
志（
健
康
福
祉
課
主
事
）

▽
広
瀬　

翔
（
教
育
委
員
会
事
務

局
主
事
）

■
派
遣
更
新

▽
南
山
寛
幸
（
税
務
課
主
幹
（
奥

能
登
地
区
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

派
遣
期
間
更
新
））

▽
和
田
哲
也
（
住
民
課
主
幹
（
奥

能
登
ク
リ
ー
ン
組
合
派
遣
期
間
更

新
））

▽
池
田
紘
一
（
健
康
福
祉
課
係
長

（
石
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
派
遣
期
間
更
新
））

■
保
育
所
長

▽
上
端
正
美（

し
ら
さ
ぎ
保
育
所
長
）

▽
高
田
滋
子
（
鵜
川
保
育
所
長
）

▽
川
岸
孝
子
（
柳
田
保
育
所
長
）

■
主
任
保
育
士

▽
山
本
葉
子

令
和
2
年
4
月
1
日
付

人
事
異
動

　

能
登
町
役
場
の
4
月
1
日

付
人
事
異
動
は
3
月
26
日
に

内
示
さ
れ
ま
し
た
。

■
課
長
級

▽
赤
阪
浩
幸
（
総
務
課
長
）

▽
橋
本
直
博
（
住
民
課
長
兼
衛
生

セ
ン
タ
ー
所
長
）

■
課
長
補
佐
級

▽
内
糸
英
和
（
総
務
課
危
機
管
理

室
長
）

▽
吉
田
源
一
郎
（
総
務
課
課
長
補

佐
（
服
務
・
接
遇
リ
ー
ダ
ー
））

▽
浜
本
悟（
総
務
課
秘
書
室
長（
服

務
・
接
遇
リ
ー
ダ
ー
統
括
））

▽
諸
角
勝
則
（
企
画
財
政
課
課
長

補
佐
（
服
務
・
接
遇
リ
ー
ダ
ー
））

▽
小
原
信
幸
（
企
画
財
政
課
課
長

補
佐
）

▽
今
井
久
幸
（
税
務
課
課
長
補
佐

（
服
務
・
接
遇
リ
ー
ダ
ー
））

▽
武
田
英
雄
（
住
民
課
課
長
補
佐

（
奥
能
登
ク
リ
ー
ン
組
合
派
遣
））

▽
鏡
島
敏
雄
（
農
林
水
産
課
課
長

補
佐
）

▽
山
下
栄
治
（
建
設
水
道
課
課
長

補
佐
（
服
務
・
接
遇
リ
ー
ダ
ー
））

▽
二
又
敏
晴
（
建
設
水
道
課
課
長

補
佐
）

▽
向
井
豊
人
（
ふ
る
さ
と
振
興
課

課
長
補
佐
（
服
務
・
接
遇
リ
ー

ダ
ー
））

▽
中
橋
俊
紀
（
内
浦
総
合
支
所
課

長
補
佐（
服
務
・
接
遇
リ
ー
ダ
ー
））

▽
河
崎
恭
子
（
教
育
委
員
会
事
務

局
次
長
）

■
3
月
31
日
付
退
職
者

▽
藤
田
彦
人
（
住
民
課
長
兼
衛
生

セ
ン
タ
ー
所
長
）

▽
寺
下　

昇
（
総
務
課
担
当
課
長

兼
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
放
送
室
長
）

▽
福
田
す
み
子
（
柳
田
総
合
支
所

課
長
補
佐
）

▽
垣
内
芳
明
（
建
設
水
道
課
課
長

補
佐
）

▽
田
中
嘉
人
（
総
務
課
係
長
）

▽
橋
本
百
合（
健
康
福
祉
課
技
師
）

▽
森　

進
一
（
住
民
課
技
能
職
員

（
衛
生
セ
ン
タ
ー
））

▽
谷
内
田
浩
（
総
務
課
秘
書
室
技

能
職
員
）

▽
岩
本
義
和
（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
事
務
局
技
能
職
員
）

▽
坂
本
雅
之
（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
耳
鼻
咽
喉
科
医
長
）

▽
谷
内
裕
輔
（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
小
児
科
医
師
）

▽
石
田
将
路
（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
内
科
医
師
（
併
任
・
石
川
県

職
員
））

▽
塩
谷
昌
大
（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
内
科
医
師
）

▽
青
木
一
修
（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
臨
床
検
査
技
師
長
）

▽
吉
井
由
起
枝
（
公
立
宇
出
津
総

合
病
院
主
任
管
理
栄
養
士
）

▽
水
島
敬
子
（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
主
任
看
護
師
）

▽
坂
下
茉
那
（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
看
護
師
）

▽
久
山
久
美
子
（
公
立
宇
出
津
総

合
病
院
看
護
補
助
者
）

■
再
任
用
任
期
満
了

▽
大
門
康
博
（
住
民
課
担
当
課
長

（
奥
能
登
ク
リ
ー
ン
組
合
派
遣
））

▽
干
場　

勝
（
企
画
財
政
課
主

幹
（
奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
派

遣
））

▽
田
代
千
鶴
子
（
し
ら
さ
ぎ
保
育

所
保
育
士
）

▽
森
下
裕
美
（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
看
護
師
）

▽
中
瀬
洋
子
（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
看
護
師
長
）

▽
川
本
球
美
（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
看
護
補
助
者
）

■
人
事
交
流
満
了

▽
篠
原
修
治
（
ふ
る
さ
と
振
興
課

主
査
（
併
任
・
宮
崎
県
小
林
市
））

■
割
愛
退
職

▽
河
元
智
志
（
教
育
委
員
会
事
務

局
次
長
（
割
愛
・
石
川
県
職
員
））


